
平成２２年度特定健診・保健指導実践者育成研修会開催要領

１ 目的

医療費適正化に関する施策についての基本的な方針では、平成２０年度と比べて、平

成２４年度時点でのメタボリックシンドロームの該当者及び予備群を１０％以上減少、

平成２７年度末時点では２５％以上減少という数値目標を掲げている。この目標を達成

するためには、健診後の保健指導を効果的に実施するとともに、医療保険者が健診・保

健指導事業を適切に企画、評価していくことが必要となる。

このため、厚生労働省が示す標準的な健診・保健指導プログラムを踏まえた健診・保

健指導を効果的に推進できるよう、特定健診・保健指導従事者に対して研修を行い、生

活習慣病対策全体を効果的に推進できる人材を育成することを目的とする。

２ 実施主体

岐阜県、岐阜県保険者協議会

３ 受講対象者

１）県内の医療保険者において特定健診・特定保健指導を担当する保健師、管理栄養士

等、保健指導に関する一定の実務経験のある看護師※１、事務職等

２）市町村、保健所等において、生活習慣病予防対策を担当する保健師、管理栄養士等、

保健指導に関する一定の実務経験のある看護師※１等

３）県内の健診・保健指導実施機関に従事し、医療保険者から健診・保健指導事業を受

託し、当該事業に従事する予定の保健師、管理栄養士等、保健指導に関する一定の

実務経験のある看護師※１等

※１ 保健指導に関する一定の実務経験のある看護師について（平成20年 3月 10日付け厚生労働

省健康局長、同保険局長通知 健発第0310007号 保発第0310001号「特定健康診査及

び特定保健指導の実施について」より）

第三 特定保健指導

１ 保健指導に関する一定の実務経験のある看護師について

(1) 特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準（平成 19 年厚生省令第 157 号）

附則第 2 条中「保健指導に関する一定の実務経験を有する看護師」とあるのは、平成

20年4月現在において1年以上（必ずしも継続した1年間である必要はない。）、保険

者が保健事業として実施する生活習慣病予防に関する相談及び教育の業務又は事業主が

労働者に対して実施する生活習慣病予防に関する相談及び教育の業務に従事した経験を

有する看護師と解するものとすること。なお、業務に従事とは、反復継続して当該業務

に専ら携わっていることを意味するものであること。

(2) 特定保健指導を受託する機関は、当該「保健指導に関する一定の実務経験を有すると認
められる看護師」が受託業務に従事する予定がある場合には、委託元の保険者に対し、

保険者や事業主等が作成した 1 年以上実務経験したことを証明する文書（「実務経験証

明書」という。）を提出すること。

研修分野 受講対象者

基礎編 １）～３）に該当する者

技術編 基礎編を受講した者（但し事務職は除く）

計画・評価編 基礎編を受講した者で、１）～２）に該当する者



４ 定員

各研修分野 ２００名

（希望者多数の場合は、人数調整をする可能性がある。）

５ 研修内容

厚生労働省が示す「健診・保健指導研修ガイドライン」に基づく内容とする。

６ 研修月日及び場所（予定）

研修分野 月日・時間 場 所

基礎編 平成２２年９月１日（水）

10:00～12:00 

岐阜県県民ふれあい会館 ３０２大会議室

岐阜市薮田南 5 丁目 14 番地 53 号

電話 058－277－1111 
 

技術編 平成２２年９月１日（水）

13:10～15:20 
平成２２年９月２日（木）

9:30～16:00 
計画・

評価編

平成２２年９月３日（金）

10:00～16:00 

７ 受講料等

無料

８ 申込方法

別紙１研修会申込書に記入の上、８月９日（月）までに下記まで、郵送・ＦＡＸで

送信する。（人数調整をした場合は、該当機関に８月１３日（金）までに連絡する。）

メールによる申し込みは不可

【申込先及び問合せ先】

岐阜県健康福祉部保健医療課 地域保健・健康増進担当

TEL 058-272-1111（内線 2539） FAX 058-278-2624 

９ 修了証の交付

規定のプログラムを受講した者については、県と岐阜県保険者協議会の連名による

修了証を交付する。

10  持ち物等

・印鑑（出席簿への捺印）

・９月２日（木）

＜午前＞電卓

＜午後＞軽運動ができる服装（スラックス・シューズなど）

バスタオル１枚（敷物用：床に手をついたり、寝て行う運動もあるため）

フェイスタオル１枚（汗ふき＆腕立て伏せの“目印として用いる”）

水分補給のためのお茶・お水



11 その他

１）昼食は各自で準備すること。

２）研修参加者は所属での伝達を実施し、スタッフ間で情報共有を図るとともに、研修

後も積極的に質の向上に努めること。

12 研修プログラム （※プログラム及び講師は変更する場合があります。）

月日 時 間 内 容 講 師 形 態 分 野

９月

１日

（水）

10:00～ オリエンテーション・あいさつ

10:15～12:00 生活習慣病対策と特定健診・保健指導の考え方

ポピュレーションアプローチとの連動

～生活習慣病予防対策と特定健診・保健指導～

岐阜県立看護大学

坪内 美奈 准教授

講義

基礎編

13:10～13:40 生活習慣病予防に関する保健指導

＜歯の健康＞

岐阜県歯科医師会

筧 錦子

地域保健委員会 常任委員

講義

技術編

（前編）

13:45～14:45 メタボリックシンドロームの概念

～健診結果と身体変化・生活習慣病との関連に

ついて～

岐阜県医師会

戸谷理英子 常務理事

講義

14:50～15:20 生活習慣病予防に関する保健指導

＜たばこ、アルコール＞

岐阜県医師会

堀部 廉 常務理事

講義

９月

２日

（木）

9:30～12:15 生活習慣改善につなげる保健指導のための

アセスメント

＜食生活＞

保健活動を考える自主的

研究会

林 律子 管理栄養士

講義

演習 技術編

（後編）

13:15～16:00 生活習慣病予防に関する保健指導

＜運動・生活活動＞

日本ボデイデザイン

医科学研究所

梶岡 多恵子 副所長

講義

演習

16:00～ 閉会 修了式

９月

３日

（金）

10:00～10:30 特定健診・保健指導実施状況等情報提供 岐阜県保険者協議会 講義

計画・

評価編
10:30～12:00 グループワーク

特定健診・保健指導の現状と課題について

岐阜県保健医療課

岐阜県地域福祉国保課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾜｰｸ

13:00～16:00 特定健診・保健指導の計画・評価 国立保健医療科学院

横山 徹爾

人材育成部長

講義

特定健診・保健指導の実践事例 岐阜繊維健康保険組合

高橋 克昌 常務理事

関ヶ原町住民課

桐山 佐織 主任保健師

事例

紹介

16:00～ 閉会 修了式


